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白河の歴史的風土
白河市建設部 鈴木 功

まほろん開館20周年記念講演会２０２２．３．５

白河市の国指定史跡

現在、白河市には国指定史跡が７件10遺跡（南湖も含む）存在する。

国史跡と位置づけられた遺跡は、大正から昭和にかけて活躍した岩越二

郎、藤田定市両先生の存在が大きい。

二人は、教員の傍ら発見された遺物の採集や発掘調査を行い、早期に調

査報告書を刊行して、遺跡の価値を明らかにするとともに、遺跡保存の必

要性を説いている。

・早期の報告書刊行。（ガリ版刷で刊行）

・雑誌等での紹介。

・遺跡展の開催。

・生徒達への教育。

＊二人は、戦後福島県の考古学へも寄与。

・明治25年 熊本市生まれ。

・東京美術学校（現東京芸術大学）

彫刻科を卒業の後、白河中学（現

白河高校）の美術教師として赴任。

・借宿廃寺での瓦採集、調査。

・関和久での瓦採集。

・谷地久保古墳、下総塚古墳、泉崎

横穴、白河関跡、天王山遺跡など

の調査に関わる。

・全国の寺院の瓦、瓦や梵鐘の拓本を

残す。

岩越二郎先生
谷地久保古墳

石槨開口部の写真（大正15年）

地元住民の案内により現地確認。
石槨の実測図を作成。

石槨実測図

・測量調査を行った結果、埋葬
施設は横口式石槨で、その規
模から火葬骨が納められたも
のと推定。
・明日香村に存在する中尾山古
墳に共通すると位置づけた。

・昭和58年、穴沢咊光先生の尽
力で、網干善教先生（関西大
学考古学研究室）により測量
調査が行われる。

関和久採集の瓦

大正15年に、この瓦が発
見。関和久周辺に寺院や
官衙が存在する可能性が
高いと判断された。
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下総塚古墳調査風景（昭和7年）

石
室→

長雨により、横穴式石室の入口が開口したことを受け、石室内部の調査
及び実測が行われた。
調査の結果、この古墳は埴輪を伴い、横穴式石室を埋葬施設とする前方

後円墳と位置づけられた。

下総塚古墳石室実測図

横穴式石室・埴輪

楯型埴輪

泉崎横穴墓

・昭和８年、道路改修時に
発見。

・岩越先生実測図の作成、
壁画の模写を行う。

・昭和９年国史跡に指定。

泉崎横穴壁画 借宿廃寺跡

礎 石

瓦 溜

塼 仏

瓦、塼仏の存在から、この地には
寺院が存在し、並列する基壇から法
隆寺式ないし法起寺式の伽藍配置を
有するものと推定された。
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測量図（昭和９年）

西側基壇

東側基壇

０ 20ｍ

借宿廃寺・関和久出土瓦

藤田定市先生
・明治43年白河市生まれ。

・立正大学高等師範部地歴科を卒業し、昭

和19年より白河農業高等学校の教壇に立

つ。

・奉職後まもなく市内の遺跡の踏査を行う

と共に、文化財保護活動を行っている。

・天王山遺跡、白河関跡の調査。

・白河市内のみならず、県南地域各地で遺

物採集。

天王山遺跡の調査

昭和25年２月、開墾作業を行ってい
たところ、大量の土器が発見され、藤
田定市先生に情報がもたらされる。
16日に現地を訪れ調査に着手する。

調査は、開墾作業により土器がまとま
って出土した周囲を広げ、遺物の存在
を確認しながら進められた。
一次調査 Ａ～Ｒ号地（18箇所）
二次調査 Ａ～Ｃトレンチ

遺構と遺物出土状況 Ｍ号地 位置・範囲 「A号地の東6m、H号地より11m、山頂北部の崩土の地域より2ｍ南。径2ｍ調査。
遺構・遺物 ２ヶ所の焼土。北の焼土層上に注口土器倒れて出土。南の焼土層上の壺のからは

米がこぼれ落ちた状態で出土。三角形の白河石が粘土層に深く埋もれて安置。
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石器・管玉

土製紡錘車

出土遺物 天王山式土器
植物遺物

調査報告書
昭和25年に、２度にわたる調査を実施。調査の結果、遺跡の性格につい

ては、調査者の藤田先生は祭祀的な場と位置づけた。明治大学杉原荘介先

生は集落跡の可能性を指摘。

出土土器については、東北大学伊東信雄先生により「天王山式土器」と

命名され、現在弥生時代後期前半の標式となっている。

白河関跡
・戦前に国史跡の仮指定を受ける。昭和34年～38年、改めて国史跡指定を

目指した確認調査を実施。

・国史跡指定を目指した計画的な調査の始め。

２人が関係した遺跡の位置づけ

・借宿廃寺－法起寺ないし法隆寺式伽藍配置と推定。昭和28年に福島県指

定史跡になる。

・借宿廃寺出土遺物－平成７年、福島県重要文化財指定。

（岩越コレクション）

・関和久遺跡－昭和47年から10年間調査。昭和59年国史跡指定。

（関和久遺跡出土品－平成16年福島県重要文化財指定。）

・下総塚古墳－埋蔵文化財包蔵地。

・谷地久保古墳－昭和58年、関西大学考古学研究室測量調査。昭和63年福

島県史跡に指定。

・天王山遺跡－埋蔵文化財包蔵地。

・白河関跡－昭和41年国史跡指定。

・小峰城跡－昭和36年市史跡指定。

・白川城跡－昭和28年福島県指定史跡。

舟田中道遺跡

下総塚古墳

豪族居館跡

方形区画溝

舟田中道１号墳

県営ほ場整備事業
に伴い、発掘調査を
実施。
西側調査区で６世

紀後半から7世紀前
半頃の豪族居館跡を
発見する。
平成11年に、周囲

の遺跡と合わせ、群
としての国史跡指定
の方向性を確認し、
市は遺跡を現状保存
に方針転換。
⇨地元の反対。戸別
訪問による説得。約
１年後に保存決定。
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北西部消失。一辺70ｍほどの溝で区画。６世紀後半から

７世紀前半頃の年代。溝幅約３ｍ、深さ１ｍ。柵列、竪

穴建物あり。

豪族居館跡

柵列
↓

舟田中道１号墳 下総塚古墳の北西側に位置。径20ｍの円墳。
７世紀中半頃の年代。居館跡の関係は？

新たな発見による再調査のスタート

県営ほ場整備事業に伴う舟田中道遺跡の発掘調査において、平成10年に

豪族居館跡を発見。

この発見により、それまで点としての存在であった近接する下総塚古墳

（前方後円墳）、借宿廃寺跡（古代寺院）、関和久官衙遺跡（古代白河郡

衙）、谷地久保古墳（横口式石槨）が、大化改新前後の地方豪族の足跡

をたどることのできる遺跡群として高く評価される。

国造制の時代 → 大化改新 → 律令制の時代へ

（６世紀） （６４５年） （7世紀後半頃）

↓ ↓

下総塚古墳 関和久官衙遺跡

舟田中道遺跡 借宿廃寺跡

谷地久保古墳

古代遺跡群

←

阿
武
隈
川

下総塚古墳

舟田中道遺跡

谷地久保古墳 借宿廃寺跡

関和久官衙遺跡

野地久保古墳

下総塚古墳

平成５年撮影

舟田中道遺跡の保存決定を受け、平成12年度より確認調査を開始。墳形・
規模・遺物の存在確認、年代特定が目的。

Ｎ

平成14年撮影

調査成果
墳長71.8ｍ。６世紀後半。発掘調査で明らかとなった後期古墳としては

東北地方で最大規模を誇る。多種多様な埴輪を樹立。白河国造の墓として
ふさわしい内容。
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想定復元図 基壇を有する墳形は、栃木県の同時期の古墳に共通
するものがある。

平成14年撮影

石室全景 天井石は抜き取られてしまっている。

昭和７年調査時
平成14年調査時

石室入口の様子 出土した埴輪

円筒埴輪

形象埴輪（翳）

形象埴輪（人物）

形象埴輪（人物）

形象埴輪（太刀）

様々な埴輪が存在。
樹立位置は確認できな
かった。

上空西から

西側基壇（塔跡）現況

東側基壇（金堂跡）現況

借宿廃寺跡

寺域、伽藍配置、創建年代の確認が目的。

遺構配置図

・法隆寺式伽藍配置であるこ

とを確認した。

・創建年代を確定するには至

らなかったが、これまでの

見解である７世紀末頃を踏

襲。

・初めて発掘調査で塼仏が

出土した。
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伽藍配置 出土遺物

谷地久保古墳・野地久保古墳

野地久保古墳

谷地久保古墳

横口式石槨と前庭部

墳形、前庭部の状況、背面の土
地造成痕跡などの確認が目的。

墳丘

外周部

古墳全景 横口式石槨復元案
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古墳に立つ網干善教先生 参考までに高松塚古墳

横口式石槨模式図

壁 画

高松塚古墳壁画模写

今井珠泉画伯

白河市の名誉市民第1号。
前田青邨先生に師事。古墳壁画

の模写を担当。
東壁面北側女子像

野地久保古墳

谷地久保古墳

野地久保古墳

平成16年に発見さ
れる。杉林内に床石
のみ存在する。
墳形や規模の確認

を目的に調査実施。
上円下方墳である

ことが判明。

古墳全景

下方部

上円部

床石

検出状況と復元図

下方部検出状況

上円部検出状況
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周辺に残る石材 石槨復元案

京都府・奈良県 石のカラト古墳

石のカラト古墳報告書より

関和久官衙遺跡

関和久遺跡報告書より

１～３号礎石建物跡（北から）

５号礎石建物跡（西から）

20号・23号礎石建物跡・24号掘立柱建物跡（東から）

復元された正倉建物
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関和久官衙遺跡の範囲

保存管理計画書より

調査成果と遺跡群の位置づけ

〇下総塚古墳 全長71.8ｍの前方後円墳で、多種類の埴輪を伴う。６世紀後

半に位置づけられ、白河国造の墓として最もふさわしい古墳。

〇舟田中道遺跡 １辺70ｍほどの溝で区画。６世紀後半７世紀前半頃に位置

づけられ、下総塚古墳の次代を担った白河国造の本拠と推定。

〇関和久官衙遺跡 ７世紀後半に成立した、古代白河郡衙。

〇借宿廃寺跡 法隆寺式伽藍配置を有する。塼仏出土。複弁六葉蓮華文軒丸

瓦は、関和久官衙遺跡と共通。７世紀末頃には成立。

〇谷地久保古墳 直径17ｍの円墳。横口式石槨は畿内の終末期古墳に類似。
〇野地久保古墳 東北初の上円方墳。横口式石槨を伴う。

谷地久保古墳、野地久保古墳とも７世紀後半から８世紀初頭頃の年代。

白河国造が大化改新を経て、新たな国の仕組みの中で郡司として活躍。

それを遺跡として追える稀有な例として国史跡に指定。

白河舟田・本沼遺跡群－下総塚古墳、舟田中道遺跡、谷地久保古墳

野地久保古墳（Ｈ17指定。Ｈ22追加指定）

白河官衙遺跡群－関和久官衙遺跡、借宿廃寺跡

（Ｓ59指定。Ｈ22名称変更、追加指定）

天王山遺跡 裾部と丘陵頂上までの比高差80ｍ。 平成の調査

遺跡の内容確認を行い、国史跡指定とすることを目指して、平成28年から
30年まで調査。

調査成果

①現状の地表面で見られる窪みは、昭和25年調査箇所の痕跡だった。

②竪穴建物が、丘陵頂上部の平坦地に広がっている。複数の重複が見られ

た。

③土器をはじめ炭化米、クリ、クルミ、アワなどの植物遺物が確認される。

およそ７０年の時を経て、遺跡の性格は集落であること判明。

令和３年10月 国史跡指定。

１次Ｍ号地推定地

１次Ａ号地
推定地

２次Ｈ号地北寄り
拡張区推定地

２次
Ａ号トレンチ
推定地

２次
Ｂ号トレンチ
推定地

「Ａ号地の東6ｍ、
Ｈ号地より11ｍ、
径2ｍ円形」

「東西１ｍ半、南北２ｍ半」

「Ａ号地の西側より西南に11ｍ、
幅１ｍ半」

３次１号トレンチ

３次２号トレンチ

１次Ｃ号地
推定地

１次Ｅ号地
推定地

天王山遺跡
第１次・第２次
調査地点推定地
(北半部）

現況微地形

１次Ｈ号地推定地

丘陵頂上部全景
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３号トレンチ検出遺構 ３号トレンチ遺構の状況

４号トレンチ全景 人と遺跡の関わり
大正末年から昭和にかけて、岩越二郎・藤田定市先生の活躍により、貴

重な発見とともに、遺跡の保存につながった。

・借宿廃寺、関和久官衙遺跡、谷地久保古墳、白川城跡などは、昭和に国

や県の指定の史跡となり、保存が図られた。

・下総塚古墳や天王山遺跡は、若干のダメージを受けながらも、失われる

ことなく現在まで存続してきた。

これらの背景には、岩越・藤田両先生と活動もさることながら、先生と

行動を共にし、先生より遺跡の重要性や保存の必要性を教えられたことを

生徒達が記憶の片隅に留め、その後の生活において「先生が大事な場所と

言っていた」ので無くせないという思いにつながっている。

（もと生徒の証言より）

平成に入り、舟田中道遺跡での一つの発見が、それまで点としての存在で

あった遺跡が、一本の線としてつながりを持っていると評価され、新たな取

り組みに発展した。

また、遺跡の保存問題に関わり、遺跡保存の大変さを経験したことを契機

に、改めて地域における歴史解明上重要な位置を占める遺跡群について、明

確に位置づけを行うため、発掘調査により内容を明らかにし、国史跡指定を

目指した取り組みを計画するに至る。

目指すは

・下総塚古墳、谷地久保古墳、借宿廃寺跡の国史跡指定。

・小峰城跡の国史跡指定。

・白川城跡の国史跡指定。

・天王山遺跡の国史跡指定。

計画は、当初文化財担当者の思いであったものが、平成19年以降、「歴史
・伝統・文化を活かしたまちづくり」が市政の大きな柱に位置付けられたこ

とで、重要遺跡の調査から史跡指定までを計画的に進める環境が整った。

今後に向けて

国史跡指定を目指した発掘調査は、調査範囲を限定しながら実施したも

のであったが、その内容は、日本の歴史、東北の歴史を考える上で重要な

発見をもたらし、改めて白河という地の歴史的・地理的重要性が確認でき

た。そして、白河関の設置により、白河が陸奥（奥州）の関門と位置付け

られ、その後も関門としての歴史的役割を担うことになったことが、遺跡

の存在やその内容から確認できた。

国史跡として位置付けられた遺跡群は、遺跡範囲の確定、さらなる内容

解明という作業が残されている。

さらに、地域の歴史を語る証人として、現代にその姿を史跡整備という

形で具現化していく作業も残されている。

令和３年12月に「白河市文化財保存活用地域計画」の認定を受け、文化

財の調査研究に基づく、地域づくりの方針が明確化した。史跡はその中核

をなす存在であり、今後の展開が期待される。
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おわりに

先達は、遺跡に関わりを持つ中で、重要性を訴えながら、可能な限り保

存に努めてきた。

その思いは、現代まで引き継がれ、計画的な取り組みのもと、文化財と

しての価値づけを行い、それをまちづくりに活かすことが市政の大きな柱

となった。

遺跡に関わる人の活躍が、特異性、希少性、独自性の高い遺跡群の存在

を明らかにし、その保存活用を図りつつ、多種多様な文化財に目を向ける

新たな取り組みにもつながった。

足元にある文化財に光を当て、未来に継承するため「調査・研究・保

存・活用」という文化財保護システムを構築し、持続可能な未来目標を

持って文化財保護を実践している。

これが「白河の歴史的風土」です。

祝 まほろん２０周年おめでとうございます

68

天王山遺跡にて

白河市はこれからも
まほろんを応援します。


